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COP28までの進展あらまし

1992 国連気候変動枠組条約(UNFCCC)採択
先進国の責任を明記し、緩和(GHG排出削減)・適応・実施手段と支援という今日の気候変動に係る国際対策の基本枠組を定義する歴
史的条約、ほぼ全ての国が批准・参加している。先進国のGHG排出を90年比に抑制する自主目標を含むが実現されず、京都議定書の
交渉が始まった

1997 京都議定書(KP)採択
米国を除きほぼ全ての国が参加。2008-2012年間で最低5%の排出総量削減目標を先進国に課した。次期目標交渉で日露加豪
が離脱し、米を含むパリ協定策定へ

2010 カンクン合意 (Cancun Agreements)
今世紀末の気温上昇を2℃未満に抑える世界目標を初めて採択。2020年までの先進国の総量削減目標と途上国の緩和行動、
資金目標と緑気候基金設置に合意。その結果の今世紀末の予想気温上昇は3.7〜4.8℃との見積り

2015 パリ協定(PA)採択
気温目標2℃未満に加え1.5℃以下の目標。先進国の緩和(A4)と途上国支援義務(A9-11)を明記。全ての国は５年毎に国別行
動計画(NDC)を提出し、進捗報告することを義務化した。当初のNDC案積み上げでは3〜3.2℃の気温上昇見込みとなった
2021 COP26 グラスゴー気候合意(Glasgow Climate Pact)
同年までに再提出された正式NDCの世紀末気温上昇は2.6〜2.7℃の予想。翌年COP27までに一部NDCが再提出され、
気温上昇幅は2.4〜2.6℃に

2023 COP28前9月時点までにさらに改定された一部NDCを含め気温上昇予測は2.1〜2.8℃(UNFCCC報
告)、パリ協定1.5℃目標を達成するにはまだ大きなギャップがある。IPCC第6次評価報告によれば
2020年までの気温上昇は1.09℃で、その後も更に上昇を続けている

上記気温上昇予測はGST TD1.2 summary 
report (para.82)より引用

https://unfccc.int/sites/default/files/convention_text_with_annexes_english_for_posting.pdf
https://unfccc.int/resource/docs/convkp/kpeng.pdf
https://unfccc.int/process/conferences/pastconferences/cancun-climate-change-conference-november-2010/statements-and-resources/Agreements
https://unfccc.int/sites/default/files/english_paris_agreement.pdf
https://unfccc.int/sites/default/files/resource/cma2021_10_add1_adv.pdf
https://unfccc.int/news/new-analysis-of-national-climate-plans-insufficient-progress-made-cop28-must-set-stage-for-immediate
https://unfccc.int/news/new-analysis-of-national-climate-plans-insufficient-progress-made-cop28-must-set-stage-for-immediate
https://www.ipcc.ch/report/ar6/syr/downloads/report/IPCC_AR6_SYR_SPM.pdf
https://unfccc.int/sites/default/files/resource/Reflections%20on%20discussions%20at%20TD1.2pdf.pdf
https://unfccc.int/sites/default/files/resource/Reflections%20on%20discussions%20at%20TD1.2pdf.pdf


COP28を取り巻く国際状況

● 加速する地球平均気温の上昇、各国・地域に拡大・恒常化する深刻な被害 
(accelerating climate crisis)

● コロナ渦と復興・再建 (global pandemic and hard recovery)
● ウクライナ紛争とエネルギー・食糧国際価格の上昇 (Ukraine crisis)
● 中・高所得の政府に広がる重債務・対外債務危機 (debt crises)
● パレスチナ・ガザ紛争 (Palestine,Gaza)

途上国(Global South)の政府・市民社会に広がるより強い危機感と団結、先進国のダブ
ルスタンダードを認識する中、責任・国際的連帯の真の意義が問われている

先進国(Global North)は、南北の責任の差異化を無くし、全ての国が等しく責任を負担
すべきと主張。また、途上国の経済移行は主に途上国経済の西側民間資本への市場開放
で果たすよう国際交渉を誘導している。途上国資源・労働力・市場の確保を通じて、同
時に先進国の経済的技術的優位を将来に渡って維持



先進国(GLobal North)の歴史的責任と公平性 Historical Responsibilities and Equity

累積GHG排出量の2/3は世界人口の2割の先進
国から、残された排出可能量(カーボンバ
ジェット）でも大量の排出を想定。一方、自
然や技術による炭素吸収・除去のポテンシャ
ルは南に、、、

Equity Assessment of Global Mitigation Pathways in the IPCC Sixth 
Assessment Report (2022) 

Synthesis report by the co-facilitators on the technical 
dialogue of the GST

Carbon sequestration from Land 
Use and CCS in C1 Scenario

Compilation and synthesis of fifth biennial 
reports of Parties included in Annex I to the 
Convention (2023 SBI)

注）Annex I 赤 - 先進国, Non-Annex I 青 - 途上国, 
Non-EIT Parties - 日本含む西側先進国)

https://osf.io/p46ty/
https://osf.io/p46ty/
https://unfccc.int/sites/default/files/resource/sb2023_09E.pdf
https://unfccc.int/sites/default/files/resource/sb2023_09E.pdf
https://osf.io/p46ty/
https://osf.io/p46ty/
https://unfccc.int/sites/default/files/resource/sbi2023_inf07.pdf
https://unfccc.int/sites/default/files/resource/sbi2023_inf07.pdf
https://unfccc.int/sites/default/files/resource/sbi2023_inf07.pdf


気候危機の根本解決から逸れ続ける国際交渉 
Lots of false solutions, little progress on real solutions
2021年、先進国が後押しする英議長国の下でのCOP26でグラスゴー気候合意を採択

● 1.5℃気温目標を重視し格上げ

● COPの歴史上初めて化石燃料消費削減に触れ、石炭火力のフェーズダウン(coal phasedown)、国際
補助金廃止を盛り込む

● 世紀半ばまでに世界をネットゼロ(排出量から吸収量を差し引く実質ゼロ(net-zero))とする国際目標
を導入

● パリ協定6条国際炭素取引制度の大枠ルールに3年遅れで合意、排出者／国が海外のオフセットクレ
ジットを購入して排出を続けつつ、国別目標(NDC)達成ができる仕組みに大枠合意

● 化石燃料消費の削減に繋がらない生態系など自然を活用した対策(NBS)による炭素吸収や、炭素隔
離貯蔵(CCS)など技術的な炭素除去の手法を導入

● 途上国の排出削減を議論する意図で緩和作業計画を設立し、水素／アンモニア、CCS、NBSなど化
石燃料経済の延命につながる誤った対策導入を推奨

● 適応世界目標(GGA)、損失被害対策資金(L&D finance)、次期資金目標(post-2025 finance goal)な
ど途上国にとって重要な議題を複数年の作業計画化して先送り

誤った、或は化石燃料からの排出削減
を遅らせる対策

https://unfccc.int/sites/default/files/resource/cma2021_10_add1_adv.pdf


GST
全体評価

グローバルストックテイク
• COP28最重要議題と位置づけされてい
る パリ協定14条の5年ごとに緩和・適応
・支援の全ての進捗を全体評価する第一
回目。2025年の各国NDCの次期提出への
情報／指針
• 先進国は今後の国際枠組みを作り変え
る機会として極めて重視、米国主導で先
進国義務やパリ協定前の合意への言及を
一切拒否し、全ての国が等しく行動する
ことを主張。途上国は団結、先進国義務
やプレ2020年と呼ぶ協定前の責任を途上
国に肩代わりさせたり、資金強化など途
上国ニーズを満たさないNDC実施はでき
ないとして対立
• パリ協定9条の先進国資金支援義務強
化を求める途上国に対し、先進国は2条1
項Cのグローバルな民間資金フローのダ
イベストメント、途上国の国内政策を主
眼とした資金議論への方向転換を要求
• 対策なき脱化石燃料(unabated)から踏
み込んだ提言ができるか
• 再エネ省エネの世界目標提案
• パリ協定9条の先進国資金支援義務強
化を求める途上国に対し、先進国は2条1
項Cの民間資金大ベスト面と途上国の国
内政策を主眼とした議論の再編を求めて
いる

再エネ国際目標
RE & Efficiency 

international Targets 
• 再エネ容量を現在か
ら３倍、省エネを倍増
する世界目標提案。議
長国UAEが重視、今年
G20でも大枠合意され
た
• 脱化石燃料の促進と
連携していないと、気
候変動対策にならない
• 途上国での実質的な
普及策が必要
• 資源収奪悪化を避け
るガイドラインが必要

気候資金+損失被害基金
L&D Fund and Climate 

Finance
• 損失被害基金(LDF)の運用開始の
ための合意
• 先進国気候支援年1000億ドル資
金目標未達成
• ポスト2025次期資金目標(NCQG)
作業計画(2024年結論)
• 2025年までに適応資金を倍増の
進捗状況
• 緑気候基金(GCF)の資金補填、前
回を下回り
• パリ協定2条1項Cグ実施の議論

等々、合意実施を担保する要とし
て、様々な議題で横断的に交渉さ
れる

脱化石燃料
FF Phase Out

• 対策有る無しに関わら
ず石炭、石油、ガス全
ての化石燃料からの公
平な脱却に原則合意で
きるか

A2.1c 
グローバル
資金フロー

• パリ協定2条1項Cの
グローバルな資金フ
ローのパリ協定目標
に沿ったダイベスト
メントを今後の資金
議論の枠組みと見る
先進国と、先進国の
資金義務履行が民間
資金とさらなる債務
負担を警戒する途上
国で対立

COP28の主なパリ協定議題とトピック

https://unfccc.int/topics/global-stocktake
https://unfccc.int/sites/default/files/english_paris_agreement.pdf
https://unfccc.int/process-and-meetings/bodies/constituted-bodies/transitional-committee
https://unfccc.int/sites/default/files/english_paris_agreement.pdf


MWP
緩和作業計画

今年から本格起動、毎年
CMA決定、2026+まで
• 今年のテーマは「公正
なエネルギー移行」
• 緩和目標だけを議論す
る場とする先進国が途上
国に追加削減を迫ってい
る
• 国内炭素市場整備、水
素／アンモニアやCCSへ
の投資促進なども議論
• 再エネ・省エネ世界目
標についても議論の可能
性（先進国としては、資
金問題と切り離されたこ
の作業計画で議論し易い

JTWP
公平な移行
作業計画

• 昨年COP27で議長国
エジプト主導で設け
られた作業計画の枠
組みに合意し、来年
から運用
• 途上国の長期的な
エネルギー経済移行
の実施手段と国際支
援を促進する場とし
たい
• 先進国はパリ協定
に言及されたエネル
ギー部門の雇用と労
働者移行の議論に限
るよう主張、資金支
援の議論を拒否して
いる。米国など先進
国・途上国を区別し
た議論に強く反対し
ている

GGA
Framework

適応世界目標
• 2015年パリ協定採択
後途上国がずっと求め
てきた適応世界目標の
実施枠組み、擬態的目
標と指標で進捗を測れ
るフレームワークを求
めている
• 先進国は政策サイク
ルの制定を重視し、途
上国が求める目標や指
標には反対
先進国は適応資金をフ
レームワークに含める
ことにも強く反対、団
結した途上国と対立し
ている

A6 
国際炭素取引制度

• COP28での決定でパリ協定6条2項の二国
間／多国間制度と6条4項の国連メカニズ
ムの運用開始を目指す
• 非常に入り組んで技術的に複雑な国際
インフラ構築の交渉なので、全て合意で
きるかは不透明。来年汾陽開始に必要な
部分合意となりそう
• 議長国UAEが重視、来年から始まるパリ
協定下での国別報告(BTR)に影響するの
で、合意を迫る圧力は強い
• 国の報告様式、国際登録簿(registry),
ホスト国の国内制度整備要件に合意すれ
ば来年から運用開始、参加希望国の国内
法制度整備が本格化する
• 大量のクレジットを発行できる自然を
活用した対策(NBS)、CCS、強いては海洋
工学的な事業による吸収・除去クレジッ
トの方法論
• 森林保護など排出回避事業のクレジッ
トをパリ協定下で使えるかの決定

COP28の主なパリ協定議題とトピック

炭素市場制度は他社の排出削減
/吸収除去量を買って排出できる
仕組みで、双方合わせれば排出
削減とならない原則オフセット、
1.5℃目標が危うい中でそのよう

な時間はない

NBSやCCSなど吸収・除去事業は広
大な土地を長期間必要とし、安いコス
トの南・途上国の土地や海洋で実施さ
れてゆく可能性が高く、海外投資家に
よる土地収奪や気候植民地につなが

るため市民社会は強く反対

https://unfccc.int/topics/mitigation/workstreams/mitigation-work-programme
https://unfccc.int/topics/adaptation-and-resilience/workstreams/glasgow-sharm-el-sheikh-WP-GGGA
https://unfccc.int/process/the-paris-agreement/cooperative-implementation
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採掘資源収奪に対す
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https://unfccc.int/topics/global-stocktake
https://unfccc.int/topics/mitigation/workstreams/mitigation-work-programme
https://unfccc.int/topics/adaptation-and-resilience/workstreams/glasgow-sharm-el-sheikh-WP-GGGA
https://unfccc.int/process/the-paris-agreement/cooperative-implementation
https://unfccc.int/process-and-meetings/bodies/constituted-bodies/transitional-committee
https://unfccc.int/process-and-meetings/bodies/constituted-bodies/transitional-committee
https://unfccc.int/sites/default/files/english_paris_agreement.pdf
https://kickbigpollutersout.org/
https://kickbigpollutersout.org/


COP28議長国プログラム (COP28 Presidency program)

https://www.cop28.com/en/


COP28に求められること(Expectations)
● 国際協力と連帯、責任(Multilateralism)に基づく行動を伴った合意 (Multilateralism based 

on historical responsibilities and equity)

● 2025年の次のNDC提出に向け、歴史的責任と公平性に基づく排出削減目標の強化 
(enhanced emission reductions esp. by Global North)

● 全化石燃料の廃止(phaseout of ALL fossil fuels)に合意
● 途上国での再エネ・省エネの展開を支援する実質を伴った国際目標 (global RE & 

efficiency targets that can enhance deployment in Global South)
○ 資源収奪を回避するためのガイドライン (extractive guardrails)
○ 大規模バイオマスエネルギー開発の排除 (no large scale development of industrial biomass energy)

● 損失被害基金の来年からの即時運用開始と先進国の拠出義務 (operationalize the L&D Fund and 
mandatory contributions by developed countries)

● 進捗を定量的定性的に測れる具体的な目標と指標を含む適応世界目標と国際枠組
み (concrete and measurable Global Goal on Adaptation and its Framework)

● 途上国の公正なエネルギーと経済移行を支援する公正な移行作業計画の設立 
(JTWP)

● 国際炭素取引を含む誤った気候対策からの脱却 (steering away from false solutions)

● パレスチナ占領の終焉とガザ地区の即時停戦、人道的支援の開始 (Immediate ceasefire in Gaza and the 
end of occupation  in Palestine) 



ありがとうございました

FoE Japan
小野寺ゆうり

foejapan.org



オフセット・国際炭素取引制度への高まる批判

● 炭素市場は原則、オフセット(排出量を削減量で相殺）のクレジット取引であり、売手買手を合わせ
た総排出量は変わらない

○ 1.5℃目標のために限られた時間内で急速な排出削減が必要な中で、オフセット取引は疑問

● パリ協定6条4項は市場制度全体で追加的排出削減をもたらすとする(6条4項(d))が、仮想将来シナリオ
に基づくベースラインや追加性の定義、世界全体の排出削減(OMGE)のためのクレジットキャンセ
ル(2%)が妥当かなど、実際に追加削減が実現するかどうかは不透明

● コスト面からみて途上国事業が有利なため、先進国の排出分を途上国の土地、森林・生態系、事業
でオフセットすることになる可能性が高い

上記、図のみカーボンクレジットレポート(2022.6)より

https://unfccc.int/sites/default/files/english_paris_agreement.pdf
https://www.meti.go.jp/press/2022/06/20220628003/20220628003-f.pdf


参考：オフセット取引へ国際的に高まる批判
既存の自主取引市場の問題クレジットの報道、最近ののみ一部紹介：

John Oliver’s Last Week Tonight on carbon offsets (8/22, 2022)
The Carbon Con (Die Zeit, The GUardian) (1/18)
Revealed: more than 90% of rainforest carbon offsets by biggest certifier are worthless, analysis shows (1/18)
Carbon offsets are flawed but we are now in a climate emergency (1/18)
‘Nowhere else to go’: forest communities of Alto Mayo, Peru, at centre of offsetting row (1/18)
Shell to spend $450m on carbon offsetting as fears grow that credits may be worthless (1/19)
New carbon offset standards ‘should bring greater scrutiny’ (1/20)
The ‘carbon pirates’ preying on Amazon’s Indigenous communities (1/21)
The Guardian view on carbon offsetting: a model with dangerous flaws
This article is more than 4 months old/Editorial (1/26)
Showcase project by the world’s biggest carbon trader actually resulted in more carbon emissions (1/27)
‘Worthless’: Chevron’s carbon offsets are mostly junk and some may harm, research says (5/24)
Destruction is at the heart of everything we do: Chevron’s junk climate action agenda and how it intensifies global harm
Drop carbon offsetting-based environmental claims, companies urged (7/10)

炭素取引業界・G7は「質の高い」クレジットへ移行で対応するとするが（オフセットクレジットであることに変わりはない）
Integrity Council launches global benchmark for high-integrity carbon credits (3/29)
ICVCM and VCMI join forces to operationalize a high-integrity market to accelerate global climate action (6/20)

G7 札幌 (4/15-16): 
• 十全性（質）の高い炭素市場の原則 
• Conclusions regarding the Industrial Decarbonization Agenda (排出回避  Part B)

https://www.youtube.com/watch?v=6p8zAbFKpW0&ab_channel=LastWeekTonight
https://www.source-material.org/vercompanies-carbon-offsetting-claims-inflated-methodologies-flawed/
https://www.theguardian.com/environment/2023/jan/18/revealed-forest-carbon-offsets-biggest-provider-worthless-verra-aoe
https://www.theguardian.com/environment/2023/jan/18/carbon-markets-credits-offsets-deforestation-aoe
https://www.theguardian.com/environment/2023/jan/18/forest-communities-alto-mayo-peru-carbon-offsetting-aoe
https://www.theguardian.com/environment/2023/jan/19/shell-to-spend-450m-on-carbon-offsetting-fears-grow-credits-worthless-aoe?CMP=Share_AndroidApp_WhatsApp
https://www.theguardian.com/environment/2023/jan/20/new-carbon-offset-standards-should-bring-greater-scrutiny
https://www.theguardian.com/environment/2023/jan/21/amazon-indigenous-communities-carbon-offsetting-pirates-aoe
https://www.theguardian.com/commentisfree/2023/jan/26/the-guardian-view-on-carbon-offsetting-a-model-with-dangerous-flaws?CMP=Share_AndroidApp_Signal
https://www.theguardian.com/commentisfree/2023/jan/26/the-guardian-view-on-carbon-offsetting-a-model-with-dangerous-flaws?CMP=Share_AndroidApp_Signal
https://www.ftm.eu/articles/south-pole-kariba-carbon-emission?share=eNQP%2F5wpEnRg%2BsIwIoqAkA7DO09DiF5BPXF7rd7PxBtegzMFtSJV%2BvOTLNN8u78%3D
https://www.theguardian.com/environment/2023/may/24/chevron-carbon-offset-climate-crisis
https://corporateaccountability.org/resources/chevrons-junk-agenda-report/
https://www.theguardian.com/environment/2023/jul/10/carbon-offsetting-environmental-claims-aoe
https://icvcm.org/integrity-council-launches-global-benchmark-for-high-integrity-carbon-credits/
https://icvcm.org/icvcm-and-vcmi-join-forces-to-operationalize-a-high-integrity-market-to-accelerate-global-climate-action/
https://www.env.go.jp/en/earth/g7/2023_sapporo_emm/
https://www.env.go.jp/content/000129587.pdf
https://www.env.go.jp/content/000128286.pdf


パリ協定６条 国際炭素取引制度

2023/5/12 IGES 気になるカーボンクレジットの国際動向・資料より

https://www.iges.or.jp/sites/default/files/inline-files/20230512_IGES_Takahashi_0.pdf


パリ協定6条国際炭素取引制度

　6条2項 各国が運用するJCM等二国間、多国間炭素市場制度
　6条4項 国連が管理する炭素市場制度「メカニズム」

2016〜2018年の国 際
交渉で6条実施ルール
に 合 意 できず、2019
年 マドリッドCOP25
を 経 て2021 年 グラス
ゴーCOP26(COP26)
で大枠の懸案事項に
ついて政 治 合 意。さ
らなる 運 用 ルール 詳
細を2022年 交 渉、今
年COP28(CMA5)で残
された技 術 的 詳 細の
論 点の合 意を図り、
来年本格運用開始を
目指している

(下図 2021/12/23 IGESパリ協定6条解説セミナー資料より)

https://unfccc.int/process/the-paris-agreement/cooperative-implementation#eq-5
https://www.iges.or.jp/sites/default/files/inline-files/%E7%92%B0%E5%A2%83%E7%9C%81%E8%B3%87%E6%96%99.pdf


パリ協定6条4項監督委員会(A64SB)

上表カーボンクレジットレポート(2022.6)より 

https://unfccc.int/process-and-meetings/bodies/constituted-bodies/article-64-supervisory-body/meetings-of-the-article-64-supervisory-body
https://www.meti.go.jp/press/2022/06/20220628003/20220628003-f.pdf


出典：American University, Washington, DC  

海洋や生態系、広域な地球環境
に影響する除去(CDR)技術のク
レジット化を６条下で想定（ジ
オエンジニアリング）

市民社会からのこれら技術のモ
ラトリアム（一時凍結）を求め
る声が強まっている

パリ協定6条ではまだ取り上げ
られていないが、実施議論が進
む太陽放射管理(SRM)

など

https://www.american.edu/sis/centers/carbon-removal/explaining-carbon-removal.cfm#:~:text=Carbon%20removal%20is%20not%20the%20same%20as%20carbon%20capture&text=While%20carbon%20removal%20captures%20carbon,sequesters%20that%20carbon%20dioxide%20underground.
https://etcgroup.org/content/false-solutions-alert-geoengineering-climate-negotiations
https://etcgroup.org/content/false-solutions-alert-geoengineering-climate-negotiations
https://www.geoengineeringmonitor.org/
https://www.solargeoeng.org/what-is-solar-geoengineering/

